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株主・投資家の皆様には平素は格別のご支援を

賜り深く感謝申し上げます。

当社グループの2020年4月1日より9月30日ま

での報告書をお届けするにあたり、ご挨拶申し上

げます。

トップインタビュー
Top Interview

代表取締役社長

第101期上半期を振り返ってのご説明を
お願いします。Q

A 　当第２四半期連結累計期間における世界経
済は、一部の地域で景気回復傾向が見られた

ものの、全体としては新型コロナウイルス感染症の流
行が収束せず、個人消費や企業業績の低迷に伴い、
厳しい状況が続きました。
　日本経済も、緊急事態宣言の解除により経済活動
が再開され、個人消費に持ち直しが見られたものの、
感染拡大防止と経済活動の両立を図る中で、依然と
して厳しい状況が続き、先行き不透明な状況となりま
した。

どのような取り組みをされたのか
具体的にご説明ください。Q

A 　このような事業環境のもと、当社グループ
は企業価値の増大を目指して、お客様が求め

る商品・ブランド力のある商品創りに注力してまいり
ました。具体的には感染症対策製品、省エネルギー
関連製品、環境対応製品、防災関連製品、生活関連
製品、インフラ整備関連製品などの重点分野、およ
びグローバル化へ積極的な事業展開を推進すると
ともに、継続してコストダウンおよび省エネルギー・
廃棄物の削減に取り組んでまいりました。
　その結果、当第2四半期連結累計期間の業績は、
売上高34,102百万円（前年同四半期比14.6％減）、
営業利益357百万円（前年同四半期比47.2％減）、
経常利益624百万円（前年同四半期比28.2％減）、
親会社株主に帰属する四半期純利益2,212百万円
（前年同四半期比254.0％増)となりました。
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（百万円）

2019年度
第100期
第2四半期

2020年度
第101期
第2四半期

34,102
39,936

売上高

14.6％減 28.2％減 254.0％増

（前年同四半期比）△5,834百万円 （前年同四半期比）△245百万円 （前年同四半期比）＋1,587百万円

（百万円）

2020年度
第101期
第2四半期

2019年度
第100期
第2四半期

870

624

経常利益
（百万円）

2,212

2020年度
第101期
第2四半期

624

2019年度
第100期
第2四半期

親会社株主に帰属する四半期純利益

今後に向けての事業展開について
ご説明ください。Q

A 　今後、新型コロナウイルス感染症の流行収
束までは、厳しい経済状況が続き、収束後も景

気の回復には相当の時間が必要と思われます。わが
国の経済は、延期された東京オリンピック・パラリン
ピック関連事業・商品の需要拡大のチャンスがあり、
回復の期待はあるものの、個人消費がどこまで改善
するかが大きな鍵を握っています。中長期的には、国
内では少子高齢化がさらに進み人口減少と年齢構成
の変化により生産活動や消費行動が多様化すること
が予測され、世界的には、新興国の生産・消費が回復・
拡大すると予想されますが、一方で、ＳＤＧｓ（持続可能
な開発目標）の重要性がさらに増してくると思われま
す。また、ＩｏＴやＡＩ技術の発達・キャッシュレス化の流
れは新たな事業を創出・拡大する反面、既存事業の構
造や働き方の改革が求められることが予想されます。
　昨年から大きな自然災害や感染症の拡大に見舞わ
れ、多数の尊い人命が奪われ、経済活動にも大きな影

最後に株主・投資家の皆様に向けて
一言お願いします。Q

A 　当社グループは、持続的成長を遂げ企業価
値を高めることを目的としてグループ全員が

情熱と論理をもって、国際的に逞しい会社を目指し、よ
り大きな価値を創造する企業集団を構築してまいり
ます。株主・投資家の皆様におかれましては、一層のご
支援を賜りますようお願い申し上げます。
� 2020年12月

響を与えましたが、このような不確実性の高い社会に
対応する柔軟で強靭な体質を作り上げていかなけれ
ばなりません。
　世界・日本における生産や消費の大きな変化に対応
し、持続的な成長を遂げるため、当社グループが保有
する技術と経営資源を最大限に活かし、積極的・効率
的な展開を図ることにより「企業に社会に未来に、新
たな価値を創り続けていくこと」で『人と環境にやさし
く快適な生活空間を創造する企業』を目指します。
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セグメント別事業の概況
Business Review

シューズ事業　
▪売上高　　4,324百万円（前年同四半期比 24.4％減）

　新型コロナウイルス感染拡大に伴う外出自粛の影響

により、ＥＣサイトにおける売上は堅調に推移したもの

の、多くの百貨店や大型商業施設の臨時休業や営業時

間短縮の影響により、主力である衝撃吸収素材「ソルボ

セイン」搭載のコンフォートシューズ「アキレス・ソルボ」

や、ジュニアスポーツシューズの「瞬足」は、前年売上を

下回りました。

“一歩をつつむ、心をほどく。”レザー
シューズ「アキレス･ソルボ」。ナチュ
ラルなコンビカラーとファスナー飾
りがアクセントのカジュアルスニー
カーは、機能＋大人の可愛らしさで好
評を得ています。

アキレス・ソルボ BROOKS（ブルックス） HYPER JUMPER（ハイパージャンパー）

100年を超える歴史を持つランニン
グシューズブランド「BROOKS（ブ
ルックス）」は、柔らかいクッショニン
グとその履き心地の良さで、ビギナー
からアスリートまで幅広い層の支持
を得ています。

ミッドソール前足部（内部）にアキレ
スの独自開発素材「ACROFOAM（ア
クロフォーム）」を搭載。高次元の衝撃
吸収性、反発弾性で子供たちのパ
フォーマンス向上をサポートし、運動
能力を引き出すきっかけを与えます。

12.7%

シューズ事業
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プラスチック事業　
▪売上高　　16,055百万円（前年同四半期比 16.2％減）

車輌内装用資材は、新型コロナウイルス感染拡大によ

る自動車メーカーの生産停止および大幅な減産の影響を

受け、国内外ともに前年売上を大きく下回りました。

フイルムは、国内では、新型コロナウイルスの飛沫感染

対策用透明防炎フィルムや抗ウイルス・抗菌性フィルム

「アキレスウイルセーフ」が伸長し、北米では医療用、印刷

用が好調に推移、欧州・豪州を中心として窓用フィルムが

好調に推移したことにより、前年売上を上回りました。

建装資材は、新型コロナウイルス感染拡大による需要

の減少により、前年売上を下回りました。

引布商品は、感染症対策エアーテントと米国向けゴム

ボートが好調に推移し、前年売上を上回りました。

高い抗ウイルス性と速効性、安全性を
持ったフィルムです。表面に付着した代
表的なウイルスをすばやく99.99％以
上低減します。人がよく触れる箇所に
貼り付けることで、付着したウイルスの
活動を抑制することができます。

機能性フィルム＋非発泡塩ビ＋不織布
構造により、高い表面強度と寸法安定
性を備えた壁紙です。海外ホテル物件
を中心に好評を得ており、2020年1月
には4柄24点の新柄の販売を開始しま
した。

テント内の気圧をコントロールするこ
とで、外部への空気拡散、外部からの空
気進入を防止できます。PCR検査会場
に使用されるなど、新型コロナウイル
ス対策品として医療機関を中心に多く
の注文をいただいています。

海外商業施設向け機能性壁紙「walltech」 陰・陽圧式エアーテント「NP-45」

プラスチック事業

47.1%

抗ウイルス性・抗菌性軟質フィルム 「アキレスウイルセーフ」
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産業資材事業　
▪売上高　　13,722百万円（前年同四半期比 8.9％減）

ウレタンは、車輌用および寝具用に回復の兆しがあった

ものの、新型コロナウイルス感染拡大の影響が継続し、

前年売上を下回りました。

断熱資材は、新型コロナウイルス感染拡大による建築

工事の遅延、住宅着工件数の減少に伴い、前年売上を

下回りました。

工業資材は、半導体分野向け搬送用部材の販売拡大、

並びに医療機器向けＲＩＭ成型品の好調が続き、前年売上

を上回りました。

柔らかく伸縮性に優れた素材を使用
し、長時間着用しても耳が痛くなりにく
いマスクです。顔にフィットしやすい立
体設計で、花粉を９６％、紫外線を９５％
カット。手洗いして繰り返しご使用いた
だけます。

従来品の「プロトスキャリア」をさらに
進化させ、自動化に対応した容器です。
コンプレッションタブという特殊機能が
シリコンウエハーを輸送中の振動から
保護し、安全に搬送することで海外の
お客様に喜ばれています。

業界最高水準の熱伝導率0.018W/（m・
K）の当社断熱材「ジーワンボード」と石
膏ボードを一体にした複合パネルです。
既存の壁や天井を壊さずに短期間で断
熱改修を行うことができ、室内の快適
な環境作りに貢献します。

「耳が痛くなりにくい国産ウレタンマスク」 シリコンウエハー搬送システム「ＮＡ－３００ＬＡ」

産業資材事業

40.2%

断熱複合パネル「アキレスJDパネル」
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連結財務諸表
Consolidated Financial Statements

● 四半期連結貸借対照表� （単位：百万円）

科目 前第2四半期
2019年9月30日現在

当第2四半期
2020年9月30日現在

前期
2020年3月31日現在

【資産の部】

流動資産 43,222 41,756 42,991

固定資産 29,527 30,080 29,264

有形固定資産 19,802 21,443 20,359

無形固定資産 290 244 331

投資その他の資産 9,434 8,393 8,573

資 　 産 　 合 　 計 72,750 71,837 72,255

【負債の部】

流動負債 23,535 23,789 25,652

固定負債 8,316 5,206 5,249

負 　 債 　 合 　 計 31,852 28,995 30,902

【純資産の部】

株主資本 39,546 42,374 40,792

その他の包括利益累計額 1,352 466 561

純 資 産 合 計 40,898 42,841 41,353

負債・純資産合計 72,750 71,837 72,255

注記　百万円未満の端数は切り捨てて表示しております。

● 四半期連結損益計算書� （単位：百万円）

科目
前第2四半期
2019年4月 1 日から
2019年9月30日まで

当第2四半期
2020年4月 1 日から
2020年9月30日まで

前期
2019年4月 1 日から
2020年3月31日まで

売上高 39,936 34,102 80,225

売上原価 31,650 26,738 63,525

売上総利益 8,286 7,363 16,699

販売費及び一般管理費 7,610 7,006 15,097

営業利益 676 357 1,602

営業外収益 270 334 572

営業外費用 76 66 126

経常利益 870 624 2,048

特別利益 22 2,200 658

特別損失 49 70 116

税金等調整前四半期（当期）純利益 842 2,754 2,590

法人税、住民税及び事業税 160 479 366

法人税等調整額 57 62 328

四半期（当期）純利益 624 2,212 1,895

親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益 624 2,212 1,895

注記　百万円未満の端数は切り捨てて表示しております。

● 四半期連結キャッシュ・フロー計算書� （単位：百万円）

科目
前第2四半期
2019年4月 1 日から
2019年9月30日まで

当第2四半期
2020年4月 1 日から
2020年9月30日まで

前期
2019年4月 1 日から
2020年3月31日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,783 1,257 7,549

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,633 250 △4,595

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,053 △650 △1,078

現金及び現金同等物に係る換算差額 △77 △94 △72

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,019 763 1,803

現金及び現金同等物の期首残高 5,206 7,010 5,206

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高 7,225 7,773 7,010

注記　百万円未満の端数は切り捨てて表示しております。
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トピックス
Topics

　2020年7月より、子供たちの運動能力を引き出すスポーツシューズ「HYPER JUMPER（ハイパージャンパー）」を発売しました。

　本製品はアキレスの独自開発素材「ACROFOAM（アクロフォーム）」を搭載することで、高次元の衝撃吸収性、反発弾性、耐久性

を実現しました。弾むような一歩は、子供たちの動きたくなる、外で遊びたくなる気持ちを後押しし、運動能力を引き出すきっかけ

を与えてくれます。

　8月には縄跳び7重跳び世界記録保持者の森口明利さん

とスポンサー契約を締結、10月には有名動画クリエイター

のHIKAKINさん、SEIKINさんとのコラボ動画がYouTube

チャンネル「SeikinTV」にて公開されるなど、今後も多角的

なプロモーションを展開してまいります。

「HYPER JUMPER（ハイパージャンパー）」発売開始

「カンブリア宮殿」で当社紹介
2020年6月25日放映の「カンブリア宮殿」（テレビ東京）に当社代表取締役社長の伊藤守が出演いたしました。

スタジオでの村上龍さんとのトークに合わせ、飛沫感染防止フィルムや抗ウイルスフィルム、医療従事者用ガウン、PCR検査用のテン

トなど、当社の新型コロナウイルス対策に向けた取り組みが紹介され、リアルな映像を通して視聴者にアピールされました。さらに｢瞬

足」をはじめ、救助用ゴムボート、衝

撃吸収素材、土木工法、他社との共

同開発製品に至るまで、幅広い製

品・技術が取り上げられ、番組中“素

材オタク”と評された伊藤の社会的

課題解決への熱い思い、当社の

“今”が伝わる１時間となりました。
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2020年7月2日、城郭石垣等の維持・保全を図るため「文化財石垣補修・補強技術協会」を会員14社・2校（会長：国士舘大学・橋本隆雄

教授）とともに設立いたしました。

2016年の熊本地震では熊本城の石垣の8割が崩落するなど、

近年自然災害による石垣の崩落が増加しています。また、今後崩

落が懸念される石垣が全国には多数ありますが、土木･地盤工学

分野の視点での対策技術はまだ確立されていません。

歴史的文化遺産保護のためにも、当社固有の技術である発泡

ウレタンを用いた維持・補修技術を活かし、より短い工期で美観

を損なわずに補修・補強できる対策工法の確立、普及を会員各社

と共同で取り組んでまいります。

　2020年9月、新型コロナウイルス感染拡大の長期化を受け「アキレス飛沫防止フィル

ムⅡ」の常備在庫販売を開始しました。

　レジや受付窓口などで使用されている飛沫感染防止用の透明シートの間仕切りは、

新型コロナウイルス感染症専門家会議の“新しい生活様式”提言（2020年5月4日）での

設置推奨によって急速に普及しましたが、その一方で消防庁からは防炎性能の重要性

が指摘されていました。当社としては、市場動向にいち早く反応し、5月には防炎性能を

有した製品を上市。性能はそのままに、防炎性のプリントマーク※を付すこと

で現場の方にも安心してお使いいただけるようリニューアルした本製品を発

売しました。

「文化財石垣補修・補強技術協会」共同設立

「アキレス飛沫防止フィルムⅡ」常備在庫販売開始

※�製品端部から約10cmの位置（片側のみ）に、透明色のプリントマーク「防炎フィルム・アキレス」を
565mm（文字幅含む）のピッチにて印字してあります。
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会社概要／株式の状況
Corporate Data / Stock Information

● 会社概要（2020年9月30日現在）
社 名 アキレス株式会社
設 立 1947年5月
資 本 金 14,640,795,671円
従 業 員 数 1,301名
本 社 〒169-8885

東京都新宿区北新宿二丁目21番1号
新宿フロントタワー

関 西 支 社 〒530-0005
大阪市北区中之島二丁目2番7号
中之島セントラルタワー23階

営 業 所 北海道営業所／九州営業所

● 株式の総数等（2020年9月30日現在）
発行可能株式総数 70,000,000株
発行済株式の総数 15,862,714株
株主数 12,619名

● 株式分布状況（2020年9月30日現在）

● 大株主（2020年9月30日現在）

株主名 持株数（千株） 持株比率（％）
日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口) 802 5.11
株式会社みずほ銀行 710 4.52
東京アキレス協和会 706 4.50
足利アキレス協和会 553 3.52
大阪アキレス協和会 470 3.00
株式会社日本カストディ銀行 (信託口) 464 2.96
株式会社三菱UFJ銀行 440 2.80
朝日生命保険相互会社 431 2.75
株式会社足利銀行 343 2.19
セコム損害保険株式会社 315 2.01
注記　‌�上記のほか、当社保有の自己株式153千株があり、持株比率は自己株式を

除いて算出しております。
注記　上記のほか、当社保有の自己株式153千株があります。

金融機関 5,688,373株
36.21％

証券会社 111,194株 0.71％
外国法人等 1,933,200株 12.30％

個人・その他 5,892,026株
37.51％

その他国内法人 2,084,514株 13.27％

● 役員（2020年9月30日現在）
代表取締役社長 伊　藤　　　守 　

専 務 取 締 役 日　景　一　郎 （営業部門統轄兼シューズ部門担当）

常 務 取 締 役 藤　澤　　　稔 （管理部門統轄兼ＣＳＲ担当）

取　　締　　役 大　蔵　孝　也 （プラスチック部門担当兼車輌資材事
業部長）

取　　締　　役 山　本　勝　治 （産業資材部門担当）

取　　締　　役 横　山　浩　樹 （製造部門統轄兼産業資材製造本部長）

取　　締　　役 米　竹　孝一郎
取　　締　　役 佐　藤　　　修
取　　締　　役 須　藤　昌　子
常 勤 監 査 役 山　田　　　茂
監　　査　　役 有　賀　美　典
監　　査　　役 笠　原　智　恵
注記　1．�取締役米竹孝一郎氏、佐藤修氏および須藤昌子氏は、社外取締役であ

ります。
　　　2．監査役有賀美典氏および笠原智恵氏は、社外監査役であります。

● 執行役員（2020年9月30日現在）
執　行　役　員 柏　瀬　功　次 （建装事業部長兼デザインセンター長）
執　行　役　員 小　林　一　俊 （安全環境担当兼製造管理本部長）
執　行　役　員 松　田　光　弘 （関西支社長）

執　行　役　員 中　山　直　樹 （研究開発本部長兼基礎研究開発グ
ループ長）

執　行　役　員 海　野　　　実 （シューズ事業部長兼シューズ第二営
業本部長）

執　行　役　員 根　岸　康　夫 （北米担当兼引布販売部担当）

執　行　役　員 寺　岡　伸　明 （管理部門統轄補佐兼コンプライアン
ス本部長兼社史編纂担当）

執　行　役　員 松　宮　　　稔 （物流改革担当兼情報システム部長）
執　行　役　員 河　原　雅　明 （シューズ製造本部長）
執　行　役　員 河　野　和　晃 （経理本部長）
執　行　役　員 黒　岩　登志也 （プラスチック製造本部長）
執　行　役　員 吉　田　　　隆 （ウレタン事業部長兼ウレタン販売部長）
執　行　役　員 柳　川　達　也 （海外事業推進担当兼工業資材販売部長）
執　行　役　員 佐　藤　裕　二 （購買部長）
執　行　役　員 中　野　浩　明 （断熱資材事業部長兼断熱資材販売部長）
執　行　役　員 越　智　久　生 （化成品事業部長兼フイルム販売部長）
執　行　役　員 川　島　英　一 （生産革新担当兼品質保証本部長）

　
工 場 足利第一工場／足利第二工場

滋賀第一工場／滋賀第二工場
美唄工場／九州工場

連結対象子会社 ACHILLES USA,INC.
阿基里斯（上海）国際貿易有限公司
アキレスコアテック株式会社
関東アキレスエアロン株式会社
大阪アキレスエアロン株式会社
その他14社
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株主メモ
事 　 業 　 年 　 度	 毎年４月１日から翌年３月31日まで
剰余金の配当基準日	 ３月31日
	 中間配当を実施するときは９月30日
定 時 株 主 総 会	 ６月中 
単　元　株　式　数	 100株
株 主 名 簿 管 理 人	 東京都中央区八重洲一丁目２番１号
	 みずほ信託銀行株式会社

証券会社等に口座をお持ちの場合 証券会社等に口座をお持ちでない場合
（特別口座の場合）

郵便物送付先

お取引の証券会社等になります。

〒168-8507　東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行　証券代行部

電話お問い合わせ先 フリーダイヤル　0120-288-324
（土・日・祝日を除く 9：00〜17：00）

各種手続お取扱店
（‌�住所変更、株主配当金

受取り方法の変更等）

みずほ証券
　本店および全国各支店
　プラネットブース（みずほ銀行内の店舗）
みずほ信託銀行
　本店および全国各支店（トラストラウンジ除く）

未払配当金のお支払
みずほ信託銀行　本店および全国各支店（トラストラウンジ除く）

みずほ銀行　本店および全国各支店
（みずほ証券では取次のみとなります）

ご注意
支払明細発行については、右の「特
別口座の場合」の郵便物送付先・電
話お問い合わせ先・各種手続お取扱
店をご利用ください。

特別口座では、単元未満株式の買取・買増以外の株式売買はできませ
ん。証券会社等に口座を開設し、株式の振替手続を行っていただく必
要があります。

公 　 告 　 方 　 法 	 電子公告（https://www.achilles.jp）
	‌� ただし、やむを得ない事由によって、電子公告による公告をすることができない場合には、日本経済新聞

に掲載して行います。

お問い合わせは、当社「株主優待係」まで
（電話03-5338-9205）

株 主 優 待 の ご 案 内

ジュニアスポーツシューズのトップブランド「瞬足」をはじめウォーキングシューズ「ACHILLES 
SORBO(アキレス・ソルボ)」などの各種シューズ、そして「SORBOTHANE(ソルボセイン)」の特性を
活かしたインソール、サポーター、マットなどを100株以上ご所有の株主の皆様に、当社で選定した
商品のカタログおよびＷＥＢよりご優待価格でお買い求め
いただけます。
ＷＥＢを利用してご注文の場合は、「アキレスウェブショップ」
で取り扱いしております全商品が優待対象となります。
100株以上500株未満ご所有の株主様は参考小売価格の
３割引、500株以上ご所有の株主様は参考小売価格の５割
引にてご提供させていただきます。

※写真の商品は「アキレス・ソルボ」です。
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〒169-8885
東京都新宿区北新宿二丁目21番1号
新宿フロントタワー
https://www.achilles.jp


